2018年度日本分析化学会新世紀新人賞を拝受して
早稲田大学先進理工学部生命医科学科　土戸 優志
	この度は、栄誉ある日本分析化学会関東支部新世紀新人賞に選出いただきまして、大変光栄に存じます。ご推薦をいただきました理化学研究所主任研究員の前田瑞夫先生にあらためまして厚く御礼申し上げます。また、本研究のご指導をいただいた上智大学理工学部物質生命理工学科 早下隆士先生、研究室のメンバー、共同研究者の皆さまにお力添えを賜りましたこと、この場をお借りして深く感謝申し上げます。
貴重な紙面をお借りし、まずは簡単に自己紹介をさせていただければと存じます。私は上智大学の分析化学研究室の早下隆士先生のもとで卒業研究を行った後、大学院は東京医科歯科大学生体材料工学研究所の秋吉一成先生および後任の由井伸彦先生のもとでビタミンB6置換多糖ナノゲルを用いたタンパク質の安定化に関する研究を行い、2013年3月に学位を取得しました。学位取得後は上智大学に戻り、共同研究員や特別研究員として籍を置きながら分析化学分野の研究を本格的に開始しました。その後、理化学研究所開拓研究本部前田バイオ工学研究室にて協力研究員として金ナノ粒子を用いた分散—凝集に関する研究に従事し、2019年4月に現所属の助教に着任しました。5人目のメンターであり、再生医療や生体材料を専門とする武田直也先生のもと、多様な研究手法を吸収しながら研究を進めております。
大学院時代に臨床の先生方と接していたときの経験を踏まえ、「その場で簡便な手法で、短時間にターゲット分子を判別可能な分析試薬」の研究に取り組んでおります。今回の受賞業績題目である「分子認識プローブの会合状態変化を利用した分子認識法の開発」は、前述のコンセプトのもとで進めてきたものです。ボロン酸などの分子認識部位と、アゾ色素などの情報変換部位を1分子に有する分子認識プローブを自己集積させ、その会合・分散状態を分子認識によって制御し、目的分子を溶液の色変化や凝集で検出しよう、という試みです。両親媒性のボロン酸型プローブ分子を用いると、糖との結合形成で親疎水のバランスが変化して分子の会合状態変化が生じ、目視可能な色変化が生じることを見出しました。また、ボロン酸はフルクトースと1点、グルコースとは2点で結合するという違いを利用して、デンドリマーなどのナノ粒子界面にボロン酸型プローブ分子を修飾すると、グルコースがボロン酸修飾ナノ粒子どうしをつなぐ糊のような役割を果たして凝集形成し、グルコースを選択的に検出できることを見出しました。最近ではこのコンセプトを応用して、細菌表面の糖鎖をターゲットとした、細菌の選択的な識別法の開発に取り組んでおります。
今後も学会員として、日本分析化学会および関東支部の活動に微力ながら貢献できるよう努めていきたいと思っております。引き続きのご指導を賜りたくお願い申し上げますとともに、日本分析化学会および関東支部の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。


